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2026年年間予約購読料
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 定価 51,040円（本体 46,400円＋税 10％）
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〔産　科〕

入山　高行
窪谷　　潔
小谷　友美
関沢　明彦
中井　章人
馬場　一憲
松田　義雄
宮越　　敬
山下　隆博
山本　樹生

〔小児（新生児）科〕

河野　由美
側島　久典
高橋　尚人
田村　正徳
長谷川久弥
細野　茂春
宮沢　篤生
与田　仁志
中西　秀彦

〔顧　問〕

板橋家頭夫

猪谷　泰史

大野　　勉

楠田　　聡

小泉　武宣

島田　信宏

鈴木　正利

関根　憲治

多田　　裕

中林　正雄

名取　道也

樋口　正俊

堀内　　勁

箕浦　茂樹

宮川　智幸

宮原　　忍
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・ 本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公
衆送信権（送信可能化権を含む）は（株）東京医学社が保有します。

・  〈出版者著作権管理機構 委託出版物〉
 本書の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。
複製される場合は，そのつど事前に出版者著作権管理機構
（Tel:03-5244-5088，Fax:03-5244-5089，e-mail:info@jcopy.or.jp）
の許諾を得てください。

特集　周産期の感染症対策

総論
母子感染の今後の課題と対策 ..............森内浩幸
周産期の新興・再興感染症 ..................松井三明
分娩取扱施設等における新興・ 
再興感染症対応マニュアル作成ガイド 
　 ............................................................井本寛子
各論

NICU内でのワクチン接種 ...................大城　誠
NICUにおける抗菌薬適正使用 
　ならびに多剤耐性菌対策 ..................木下大介
新生児の細菌叢からみた感染対策 .......荒木亮佑
経母乳ウイルス感染症 ..........................水野克己
コロナ5類移行後の対応変化： 
　陽性妊婦と母子同室 ......................吉田美寿々
NICUウイルス感染アウトブレイクと 
　これからの対策 .................................森　晴奈
コロナ後のNICU感染対策の変化 
　―家族面会と家族参加型ケアの再構築― 
　 ............................................................柴崎　淳

妊娠中の母子免疫ワクチン
RSウイルス ...................................山中美智子
百日咳母児免疫ワクチンの意義： 
　近年の乳児重症化症例をふまえて 
 ............................................................熊谷麻子
最近の傾向
パルボウイルスB19 ......................和形麻衣子
劇症型A群溶血性レンサ球菌感染症 
　 ....................................................長谷川潤一
梅毒 ....................................................川名　敬
先天性サイトメガロウイルス感染症 
　 ........................................................永松　健
ウレアプラズマについて ..............名倉由起子
細菌性腟症 .........................................島野敏司
妊娠中の尖圭コンジローマ ..............笹川寿之
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